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世初頭の「大船製造の禁I 慶長 14(1609)年西国諸大名の 500石以上大船建
造を禁止，寛永 12(1635)午 500石以上の大船新造・ 2本棺・船底竜骨使用を企

















2) r c安政)四年五月初めて寝浦形と称する長さ十五問幅三聞の汽船ー 聾を新造す蓋し;我国に於け
る汽船製造の噛矢なり Jcr三菱長崎造船所史Jp. 6)。
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ウィノレソ y (機械設長)， ハ Yナ(造船師)など7名"一一ーただし同時にではな
4) 三枝博音，他「近代日本産業技情の酉欧化Jpp目 65-66参照。
5) r)1I崎造船所四寸年史Jp. 10。
6) 工部省沿革報告J (W明治前期財政経済史料集成』第17巻)p. 3270 






たのである o また，石川島造船所では造機技師アーチポノレド・キ y1:/，造船技
師デピッド・プレイキー(ともにイギリス人)壱雇傭しているが， キyl:/は造船
設計にもすぐれた技術をもち，それによって同所は民間造船所として最初に艦

















7) 三枝博音，他，前掲書. p. 650 ただし.同社の社史 (f目立造晶株式会社七十王年史J)には





































8) 山崎俊雄「技術史J (日本現代史大系)pp. 64-65参照。
9) 造船協会編「日本近世造船史Jpp. 916-917"，に
10) 査船協会嗣，前椙書 p 田3。
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E 造船技術の自立化
世界で最初の鋼船は， 1873 (明治 6)年に建造された“ Redoutable"である
が，それから 20年たらずを経過して，わが国でも鋼船の建造一一←明治 23年竣
Lのミ筑後川丸ミーーが実現した。しかし， 20年代の建造船舶はなお木船が庄
倒的であり，圏内製鋼船は十数隻にすぎず，しかも船型は 700総 1，y. ....Gross 






























幅 34'-0" 4W-2" 
深さ 22'-9" 33'-61 
I，1S足以 30"x 49.%"1 ..20" x 33.%" x 56" 
主 機 11=ドヲャー 立二12"-"-二守許ニ
総馬力 835IHP 3，847 IHP 






























丸型ミ〈三菱， 4 隻~三島丸型ミ(川崎 2 隻) 8，500GT級貨客船を経てミ天
洋丸型ミ (三菱， 3隻)で完全にそれを達成した。「世界有数の大客船J13，500 
GT，最高速力 20.6ノヅトの天洋・地洋・春洋の 3姉妹船は，わが国造船技術
の世界水準への到達壱示すものであった。このミ天洋丸ミの竣工とおなじ明治






























主機一ーシリ yダー径20"x 33%" x 56ぺ行程48ぺ出力1.924IHP-ー が三
菱造船所で完成した。これを契機に，商船用主機は漸次大型化，高出力化へむ
かい，明治 36年のミH光丸ミ (5，539GT)の主機は，ジリンダー径31"x 51" x 
85勺行程54勺 1基で出ゴJは 6，694IHPに達した。最高速力も， ミ常陸丸ミ
( 2基合計出力3，847IHP)の 14，18ノットにたいし，ミ日光九ミは 17，76ノヅト壱
記録している。もっとも，商船では，機関。大型化，船舶の高速化のみが技術
発展の指標ではない。むしろ，積載量の増大，燃料費の低減が船体ならびに機
関設計の重要なポイ y トとされ， 船舶のいわゆるミ経済性b 換言すれば運航
採算の向上が造船技術の中心課題となる。わが国の造船技術も，明治末期から
この方向をたどう，明治末のた熱田丸ミ(三菱).ミ三島丸ミ ()I崎)-8，500GT
級貨客船一一周の主機はγ リ:/1'.ー 径 25"x 41，%'' x 69"，行程48"， 2基の合
計出力 9，000IHP.速力17.00ノット，つづく大E初年のと諏訪丸ミ〔三菱).ミ八
阪丸ミ(JI崎)一一11.000GT級貨客船 用では 28"x 47" x 79"，行程51ぺ 2







治34年の b大貞丸ミ (2.7BOGT.， 三菱)用スコッヲ・ポイヲ以降，従来の自然




14) 造船協会編「日本近世造船史Jp_ 679Q 





崎造船所で竣L したミ天洋丸ミミ地詳丸ミと通報艦長最上ミ 〔ノミー ソン7-式)， 
同年，呉海軍工廠で進水した戦艦ミ安芸ー 巡洋戦艦ミ伊吹ミ (カーチス式〕に
はそれぞれ輸入ターピYが搭載されたが!三菱では義勇艦とさくら丸ミ用9，000
SHP (軸馬力)パーソンス式ターピン 国産第 1号機! をはじめと Lて，
一方の川崎では戦艇と河内ミ(樹須賀海軍工廠建造1用 25，000SHPカ チス式
ターピy害発端として，犬正4年末までに，三菱は商船用(義勇艦をふくむ)16 
台 60，300SHP，艦艇用 14台 154，500SHP，計30台214，800SHP，川崎は商
船用(義勇艦のみ)3台 12，200SHP，艦艇用 15台 140，600SHP，計 18台 152，
800SHPの製作実績をあげた。その間，三菱壱例にとると，明治45年のミ矢









































中巻， 5月I p. 286)ロ
17) 小山弘億「日本軍事工業発達史」 汀日本産業機構研究Jp. 127)。
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表5 明治期・民間造船所における艦艇建造状況
ニ一一会一庁「喧T孟畦きI王可王|浦賀船渠
3 隻 Dis.T 9隻 Di固73T8 隼 Dis.T 隼Dis.T 霊Dis.T 水雷艇 284 
潜水艦 2 238 
砲 艦 2 1，498 1 624 
通報艦 1 1，350 
駆逐艦 6 3，055 5 1，880 2 760 2 760 
巡洋艦 1 4，950 1 4，400 
巡洋戦艦 1 27，500 1 27，5日D

















1副 「三菱重工業株式会社史Jpp. 44-450 















教 員 7 






















































を利用して，海上の偵察7!af迎還の怪務に当らしめんとするもの J (r日本近世造船史Jp 
617)" 




















































22) r三菱長崎造船所史Jp. 500 
23) 塩田署介「自叙伝Jp. 1900 
24) r石川島重工業株式会社108年史Jp. 225。
25) 三菱重工業株式会社史Jpp. 39-40υ 











川崎造船所も，明治 35年の第1船渠 (430唄)完成につづいて， 38年かι41年
の聞に第 1 (533択)，第2 (579~) ，第 3 (664呪)，第4 (784吹 ガY トリー ・
クレー Y付設)の 4船台を新設，あわせて機械，組立，鍛冶，現図，焼鉄の諸工
場を竣工させ，三菱の独走を急追して，明治末には長崎造船所に比肩しうる大




















以上述ベた土おし わが国の近代造船技術1;]:， 幕末以降， 先進技術の直接
的・間接的導入・摂取によって進展をつづけ，明治末期にいたり，船体設計・
工作，機関製作をあわせてほぼミ自立化ミを達成した。しかし， くりかえして
いえば，ぞうした造船技術の自立化は，わが国造船業の，いわば頂点に立つ 2.
3の造船所のみについてみられることであって，この段階においても，底辺に
は，木造帆船の建造に従事する圧倒的多数の小造船所が存在していたのである。
それをふくめた造船業全体の技術水準をいかに評価すべきかという点壱，犬正
期以降における造船技術発達過程の具体的究明とともに，今後の課題としたい。
木稿の記述は， 拙稿「日本近代造船業の展開J(堀江保蔵教授退官記念論文集
「海事経済史」所収)と重複するところがあるが，ここでは，技術史の視角から，
それよりもやや詳しく論述した。あわせて恩師堀江保蔵教授から受けた学思
の万分のーにも報えればとおもう。
28) 拙稿「明惜期信船政策の意義とその劫探J，社会桂済史学』第32巻第1号。
